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晩
秋
の
候
、
寒
さ
が
一
段
と
厳
し
く

な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
一
月
余
と
な
り
ま
し
た
が
、

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま

す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
に
は
、
常
日

頃
よ
り
後
援
会
活
動
に
、
ご
理
解
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
、
９
月
か
ら
10
月
上
旬
に
か

け
て
、
本
会
の
最
大
事
業
で
あ
り
ま
す

「
地
域
別
教
育
懇
談
会
」
が
支
部
主
催

18
会
場
、
本
部
主
催
４
会
場
、
合
計
22

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
支
部
長

は
じ
め
支
部
役
員
、
理
事
の
皆
様
に
は
、

準
備
設
営
か
ら
運
営
に
と
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
、
お
か
げ
さ
ま
で
盛
会
の
裡
に

終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

出
席
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
か
ら

「
子
供
と
一
緒
に
出
席
し
て
本
当
に
良

か
っ
た
」、「
先
生
か
ら
具
体
的
に
お
話

を
伺
い
安
心
し
た
」な
ど
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
、
こ
の
地
域
別
教
育
懇
談
会
の

開
催
が
、会
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て

た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
懇
談
会
は
、子
供
の
学
園
生
活
や
、

「
日
本
再
生
・
今
日
か
ら
明
日
へ
」
会
長

田
代
公
男
（
A4
静
岡
）

疑
問
点
、不
安
な
こ
と
な
ど
を
直
接
先
生

方
に
お
聞
き
で
き
る
良
い
機
会
で
す
。今

回
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、来
年
の
懇
談
会
に
は

是
非
ご
参
加
を
賜
り
、子
供
の
未
来
設
計

に
役
立
て
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、こ
の
場
を
お
借
り
し
て
ご
多

忙
の
中
、各
会
場
へ
出
張
し
て
頂
き
ま

し
た
波
多
野
学
長
先
生
を
は
じ
め
と
す

る
教
職
員
の
皆
様
方
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
の
特
別
事
業
で
あ
る
電
車
通

学
の
学
生
が
一
番
利
用
し
て
い
る「
東

門
」
周
辺
の
改
修
工
事
も
10
月
下
旬
に

完
了
し
ま
し
た
。外
壁
に
フ
ェ
ン
ス
を

設
置
、「
南
東
門
」
を
新
設
し
て
バ
イ
ク

と
人
の
安
全
性
を
確
保
。
併
せ
て
緑
地

も
整
備
致
し
ま
し
た
。
大
学
に
お
出
で

の
折
り
に
は
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

後
援
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
家
庭
と
大

学
と
の
架
け
橋
と
し
て
、
役
員
一
同
、

力
を
合
わ
せ
て
活
動
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
益
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、震
災
復
興

の
遅
れ
や
、経
済
不
安
と
日
本
を
取
り

巻
く
環
境
が
未
だ
不
透
明
で
あ
り
ま
す

が
、明
年
は
皆
様
に
と
っ
て
明
る
く
素

晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

願
う
も
の
で
す
。
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茨城県支部支部総会の様子

平
成
24
年
度
の
地
域
別

教
育
懇
談
会
は
、
支
部
主

催
18
会
場
、本
部
主
催
４

会
場
の
計
22
会
場
で
開
催

さ
れ
、
昨
年
度
よ
り
も
多

い
605
組
の
会
員
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
17
の
会
場
で

出
席
率
が
上
昇
し
ま
し

た
。
支
部
長
を
は
じ
め
と

す
る
支
部
役
員
の
皆
様
の

ご
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、出
張
教
員
の
数
も

昨
年
よ
り
26
名
増
員
し

て
、面
談
内
容
の
さ
ら
な

る
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

な
お
、沖
縄
県
支
部
主

催
会
場
に
お
い
て
は
、大

型
台
風
の
影
響
で
、離
島

か
ら
の
参
加
が
不
可
能
と
な
っ
た
り
、

開
催
日
を
翌
日
に
変
更
す
る
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、何
と
か

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。大
変
ご

苦
労
様
で
し
た
。

本
学
の
教
育
懇
談
会
は
、
他
大
学
と

は
違
っ
た
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で

皆
様
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

後
援
会
の
主
催
で
あ
る
か
ら
こ
そ
実
現

で
き
る
も
の
で
す
。
成
績
や
就
職
に
つ

い
て
、
先
生
に
一
対
一
で
直
接
相
談
で

き
る
こ
と
が
、
本
会
の
最
大
の
魅
力
で

す
が
、
同
じ
立
場
で
あ
る
会
員
同
士
の

交
流
も
、
本
会
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の

一
つ
で
す
。
ど
う
ぞ
最
大
限
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
是
非
来

年
も
会
場
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平成24年度 地域別教育懇談会
〜昨年度よりも多くの会員に参加いただきました〜

地
域
別
教
育
懇
談
会
と
同
日
に
11
の

支
部
で
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
内
10
支
部
で
支
部
長
が
交
代
し
、
前

支
部
長
に
は
会
長
よ
り
感
謝
状
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

新
支
部
長
に
就
任
さ
れ
た
の
は
次
の

方
々
で
す
。
一
年
間
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

岩
手
県
支
部
長
　
　
千
葉
　
満
（
Ａ
３
）

北
陸
支
部
長
・
再
任

杉
山
清
久
（
Ａ
３
）

群
馬
県
支
部
長
　
　
須
賀
恒
男
（
Ｃ
３
）

茨
城
県
支
部
長
　
　
額
賀
貞
郎
（
Ｃ
３
）

静
岡
県
支
部
長
　
　
阿
久
津
藤
子
（
Ａ
３
）

山
梨
県
支
部
長
　
　
保
坂
和
広
（
Ａ
３
）

長
野
県
支
部
長
　
　
竹
前
泰
昭
（
Ａ
３
）

近
畿
支
部
長
　
　
　
那
須
　
孝
（
Ｅ
２
）

沖
縄
県
支
部
長
　
　
前
川
朝
昭
（
Ｃ
２
）

東
中
国
支
部
長
　
　
長
谷
川
正
（
Ｃ
３
）

東
海
支
部
長
　
　
　
田
上
幸
夫
（
Ｅ
２
）

～
以
上
開
催
順
、
敬
称
略
～

支
部
総
会
を
開
催

栃木県支部会場全体会にて

個人面談の様子

秋田県支部会場にて挨拶
する波多野学長
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平成24年度地域別教育懇談会実施結果一覧
（M＝機械工学科　P＝ものづくり環境学科　S＝創造システム工学科　E＝電気電子工学科　C＝情報工学科　A＝建築学科　L＝生活環境デザイン学科）

主催支部名 月日（曜）　 開催会場名 対象地域 大学教員出席者
蔵王支部 9月01日(土) 山形市 悠湯の郷　ゆさ 山形県・宮城県 85 37 43.5% 梅崎教授(M)　長坂教授(M)　貫井講師(P)

飯塚教授(S)　高橋教授(E)　高瀬准教授(C）
江藤助教(C)　成田剛准教授(A)　勝木准教授(L)

岩手県支部 9月01日(土) 花巻市 ホテル花巻 岩手県 30 16 53.3% 神教授(M)　渡部教授(S)　青柳教授(E)
丹羽准教授(C)　吉村助教(A)　小竿講師(L)

北陸支部 9月01日(土) 富山市 富山電気ビルディング 富山県・石川県 21 11 52.4% 二ノ宮准教授(M)　佐野准教授(S)　神野教授(E）
福井県 石原助教(C)　田中准教授(A)

群馬県支部 9月02日(日) 高崎市 高崎ビューホテル 群馬県 315 60 19.0% 波多野学長　古閑教授(M)　中野准教授(M)
八木田教授(P)　田村講師(S)　吉田准教授(E)
平栗准教授(E)　北久保准教授(C)　辻村准教授(C)
白石教授(A)　那須准教授(A)　黒津教授(L)

茨城県支部 9月02日(日) 筑西市 ホテルニューつたや 茨城県 420 80 19.0% 有賀教授(M)　細田准教授(M)　丹治講師(M)
鈴木宏典准教授(P)　鈴木教授(S)　飯塚准教授(S)
石川教授(E)　森准教授(E）　片山教授(C）
粂野准教授(C)　勝間田講師(C）　三坂教授(A）
上田助教(A)　川村教授(L)

千葉県支部 9月02日(日) 千葉市 京葉銀行文化プラザ 千葉県 168 23 13.7% 成田教務部長　大島教授(M)　野口准教授(M)
樋口准教授(S)　宇賀神教授(E）　松田助教(C)
武田教授(A）

静岡県支部 9月08日(土) 静岡市 静岡商工会議所静岡事務所会館 静岡県 52 16 30.8% 高木准教授(M)　伴准教授(S)　上野准教授(E)
神林准教授(C)　白石教授(A)　佐々木准教授(A）
瀬戸教授(L)

本部（九州) 9月09日(日) 鹿児島市 城山観光ホテル 九州 7 5 71.4% 藤田総務部長
本部(四国) 9月09日(日) 高知市 高知共済会館コミュニティスクエア 四国 8 6 75.0% 倉島財務部長
本部(北海道) 9月09日(日) 札幌市 ＫＫＲホテル札幌 北海道 12 2 16.7% 磯財務課長
山梨県支部 9月15日(土) 笛吹市 ホテル春日居 山梨県 17 6 35.3% 藤田総務部長　細田准教授(M)　森准教授(E)

石原助教(C)　徐准教授(A）　瀬戸教授(L)
長野県支部 9月15日(土) 長野市 ホテル信濃路 長野県 63 19 30.2% 竹内学生支援部長　張准教授(M)　伴准教授(S）

椋田教授(C)　田中准教授(A)　黒津教授(L)
秋田県支部 9月15日(土) 秋田市 第一会館本館 秋田県 28 17 60.7% 波多野学長　古閑教授(M)　佐野准教授(S)

西村教授(E)　丹羽准教授(C)　三坂教授(A)
栃木県支部 9月16日(日) 宇都宮市 ホテル丸治 栃木県 364 75 20.6% 梅崎教授(M)　高木准教授(M)　石田准教授(P)

櫛橋准教授(S)　滝田准教授(S)　青柳教授(E)
木許講師(E)　正道寺教授(C）　粂野准教授(C）
小川教授(A）　瀬戸教授(L）

新潟県支部 9月16日(日) 長岡市 長岡グランドホテル 新潟県 63 25 39.7% 岡崎助教(M)　小野教授(P)　三宅教授(S)
高橋教授(E)　石川教授(C)　武田教授(A)
小竿講師(L）

近畿支部 9月17日(月・祝) 尼崎市 ホテルホップインアミング 大阪府・京都府 19 6 31.6% 村田教授(M)　於保教授(E)　坂本教授(C）
奈良県・滋賀県 吉村助教(A)　足立准教授(L)
兵庫県・和歌山県

福島県支部 9月22日(土) 郡山市 清稜山倶楽部 福島県 95 39 41.1% 神教授(M)　佐藤教授(P)　星野教授(S)
神野教授(E)　木村助教(E)　山地准教授(C）
三坂教授(A)　田中准教授(A)　勝木准教授(L)

沖縄県支部 9月29日(土) 那覇市 沖縄県青年会館 沖縄県 9 3 33.3% 渡辺教授(L)
青森県支部 9月29日(土) 青森市 青森国際ホテル 青森県 78 26 33.3% 張准教授(M)　八木田教授(P)　中里教授(S)

當山講師(E)　山地准教授(C)　小川教授(A)
上田助教(A)　川村教授(L)

西中国支部 9月29日(土) 福山市 広島県民文化センターふくやま 広島県・山口県 7 4 57.1% 柳澤副理事長　平栗准教授(E)　片山教授(C）
島根県 成田剛准教授(A）

東中国支部 岡山県・鳥取県 3 3 100%
東海支部 9月30日(日) 名古屋市 東京第一ホテル錦 愛知県・三重県 11 5 45.5% 藤田総務部長　野口准教授(M）　上野准教授(E)

岐阜県 勝間田助教(C)　那須准教授(A）
本部(近県) 10月07日(日) 宮代町 大学 東京都・埼玉県 2,439 121 5.0% 成田教務部長　竹内学生支援部長　渡部教育研究推進室長

神奈川県 藤田総務部長　倉島財務部長　栗本教務課長　
吉見学生支援課長　初見就職支援課長
各学科主任7名　共通教育系主任
M7名,P2名,S3名,E7名,C6名,A2名,L1名

合　　計 22会場 4,314 605 14.0% 延べ174名（昨年度は148名）

開催
市町村

会員数
（人）

出席者数
（人）

出席率
（％）

※職名は開催日現在



第
３
回
北
東
北
支
部
役
員
合
同
O
B
会
を
開
催

第 44 回 若杉祭
～若過ぎ魂（Soul）～
第 44 回 若杉祭
～若過ぎ魂（Soul）～
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５
月
に
総
会
に
お
い
て
、
平

成
24
年
度
の
特
別
事
業
と
し
て

決
議
い
た
だ
い
た
東
門
周
辺
の

整
備
が
完
工
し
、
９
月
25
日
に

は
開
通
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
学
友
門
の
新
設
、
正
門
及

び
天
神
門
の
改
修
に
続
き
、
学

生
が
最
も
多
く
利
用
し
て
い
る

「
東
門
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、

ま
た
一
つ
美
し
い
景
観
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

東
門
整
備
と
併
せ
て
、
人
と

バ
イ
ク
等
の
安
全
性
の
確
保
と

利
便
性
を
更
に
高
め
る
た
め
に

南
東
門
を
新
設
。
学
友
門
か
ら

南
東
門
に
か
け
て
ネ
ッ
ト
フ
ェ

第
３
回
目
の
「
北
東
北
支
部
合
同
Ｏ

Ｂ
会
」
が
７
月
28
日
（
土
）、
岩
手
県

花
巻
温
泉
郷
に
あ
る
「
幸
迎
館
」
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
青
森
、

岩
手
、
秋
田
か
ら
計
12
名
の
Ｏ
Ｂ
及
び

現
役
役
員
と
、
大
学
か
ら
藤
田
総
務
部

長
、
飯
島
総
務
課
員
ら
が
集
い
、
旧
交

を
温
め
ま
し
た
。

10
月
20
日（
土
）、
新
潟
県
の
妙
高
高

原
に
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
「
赤
倉
山

荘
」
に
て
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
題
は
①
地
域
別
教
育
懇
談
会
・
支
部

総
会
実
施
報
告
②
予
算
執
行
状
況
に
つ

い
て
③
環
境
分
野
研
究
奨
励
助
成
金
に

つ
い
て
④
新
聞
広
告
に
つ
い
て
の
４

件
。
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

宴
会
時
に
は
、
参
加
者
全
員
が
、
舞
台

上
で
近
況
を
報
告
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
が
、
巧
み
な
話
術
で
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

披
露
し
、
会
場
は
始
終
笑
い
の
渦
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

来
年
は
秋
田
県
で
開
催
の
予
定
と
い

う
こ
と
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加

さ
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

11
月
２（
金
）～
４
日（
日
）の
３
日

間
に
わ
た
り
、大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
若
杉
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
は「
若
過
ぎ
魂（soul

）」。

連
日
晴
天
に
恵
ま
れ
、３
日（
土
）に
は
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
も
開
催
。多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

３
日（
土
）、４
日（
日
）
に
は
、
７
支
部

（
蔵
王
・
栃
木
県
・
群
馬
県
・
青
森

県
・
秋
田
県
・
福
島
県
・
千
葉
県
）
が

大
学
視
察
研
修
に
訪
れ
ま
し
た
。

Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

室
に
て
波
多
野
学
長
の
講
話
を
聴
講
し

た
後
、Ｕ
Ｈ
Ｖ
、英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
、

工
業
技
術
博
物
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

実
際
に
運
転
し
て
い
る
Ｓ
Ｌ
に
乗
車

し
、
大
感
激
の
会
員
も
い
ま
し
た
。

ン
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に

緑
化
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

山
梨
県
支
部
よ
り
創
立
30
周

年
を
記
念
し
て
ベ
ン
チ
が
寄
贈

さ
れ
、
東
門
の
近
く
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス「
赤
倉
荘
」

に
て
理
事
会
を
開
催

波多野学長より大学の教育について伺いました

目の前で落雷実験を見学（ＵＨＶセンター）

初出展の沖縄そばも大好評（沖縄県人会） 宮大工が手掛けたという立派な旅館をバックに

全国から47名の理事が集まりました

本学の英語の教育方針について聞く（英語教育センターにて）

山梨県支部よりベンチを寄贈

７
支
部
が
大
学
視
察
研
修
を
実
施

平成24年度特別事業
東門周辺整備完工
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本
学
の
新
し
い
試
み
と
し
て
、
10
月

27
日
（
土
）
午
後
１
時
よ
り
、
学
友
会

館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
保
護
者
の
た
め

の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が
就
職
支
援
課

主
催
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
で
は
、
主
な
対
象
者
は
、

こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
開
始
す
る
学
部

３
年
次
生
と
大
学
院
１
年
次
生
、
さ
ら

に
就
職
活
動
の
終
盤
を
迎
え
た
４
年
次

生
と
大
学
院
２
年
次
生
の
保
護
者
で
し

た
。
山
形
県
や
香
川
県
な
ど
の
遠
方
か

ら
の
出
席
も
あ
り
、
約
240
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
竹
内
貞
雄
学
生
支
援

部
長
よ
り
「
こ
の
講
演
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
学
生
の
就
職
状
況
を
理
解
い
た

だ
き
、
今
後
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
親

子
で
対
話
を
し
、
温
か
く
サ
ポ
ー
ト
い

た
だ
き
た
い
」
と
の
趣
旨
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

最
初
に
、厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
部
部
長
の
小
野
寺
徳
子
氏
よ

り「
新
卒
者
の
雇
用
状
況
と
埼
玉
労
働

局
の
取
組
」に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。主
な
内
容
は
以
下
の
通
り

で
す
。

◎
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
管
内
の
大
学
に
対

し
、「
一
所
一
大
学
制
」
に
よ
り
徹

底
し
た
支
援
体
制
を
整
え
た
こ
と
に

よ
り
就
職
状
況
の
改
善
（
内
定
率
の

向
上
が
実
現
）
に
つ
な
が
っ
た
。

◎
本
学
に
対
す
る
具
体
的
な
支
援
と
し

て
、ジ
ョ
ブ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
を
出
張
さ

せ
、毎
週
水
曜
日
午
後
に
本
学
の

「
就
職
活
動
サ
ポ
ー
ト
室
」を
利
用
し

て
学
生
の
就
職
相
談
と
求
人
情
報
の

提
供
等
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、Ｕ
タ

ー
ン
希
望
者
に
対
し
て
は
地
方
の
求

人
情
報
を
取
り
寄
せ
提
供
し
て
い
る
。

◎
埼
玉
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
本
学

学
生
の
「
自
己
Ｐ
Ｒ
情
報
」
を
掲
載

す
る
こ
と
で
、
企
業
か
ら
の
逆
指
名

に
よ
り
内
定
に
至
る
仕
組
み
も
実
施

し
て
い
る
。

等
々
の
就
職
実
現
ま
で
徹
底
的
な
支

援
を
行
っ
て
行
く
と
の
趣
旨
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
竹
内
学
生
支
援
部
長
よ
り

「
本
学
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
」
以
下

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
本
学
の
就
職
（
率
）
状
況
を
全
国
平

均
と
比
較
し
た
場
合
や
、
関
東
圏
内

の
理
工
系
大
学
と
比
較
を
し
て
も
、

大
き
な
差
は
無
い
。

◎
企
業
が
大
学
新
卒
者
に
求
め
る
人
材

像
で
、
最
重
要
視
す
る
の
は
、「
話

せ
る
学
生
＝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
の
あ
る
学
生
」
で
あ
る
。

◎
本
学
の
就
職
支
援
体
制
の
柱
は
、

「
就
職
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
と
「
学

内
合
同
企
業
説
明
会
」
で
あ
る
。

①
低
学
年
で
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
目

を
受
講
し
職
業
観
を
身
に
つ
け
さ
せ

た
う
え
で
、
３
年
次
秋
学
期
か
ら
は
、

実
践
に
即
し
た
「
就
職
支
援
ガ
イ
ダ

ン
ス
」
を
開
講
し
て
い
る
。
必
ず
受

講
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
採
用

試
験
の
第
一
通
過
点
で
あ
る
「
筆
記

試
験
」
対
策
は
重
要
で
あ
り
受
験
料

は
か
か
る
が
是
非
受
け
さ
せ
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
社
会
の
動
き
を
知
り
視

野
を
広
げ
る
た
め
に
も
新
聞
を
読
む

こ
と
を
習
慣
に
さ
せ
て
ほ
し
い
。

②
本
学
学
生
の
採
用
を
求
め
る
企
業
を

招
い
て
開
催
す
る
「
学
内
合
同
企
業

説
明
会
」
に
は
必
ず
参
加
し
て
欲
し

い
。
就
職
の
近
道
で
あ
る
。
等
の
説

明
が
あ
り
、
父
母
へ
の
就
職
活
動
に

対
す
る
子
供
と
の
向
き
合
い
方
に
つ

い
て
は
、
勇
気
を
も
っ
て
今
一
歩
踏

み
込
ん
で
接
し
て
欲
し
い
と
の
「
お

願
い
」
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
人
事
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
渡

邉
剛
氏
に
よ
り
「
わ
が
子
の
就
職
活
動

に
つ
い
て
、
親
が
知
っ
て
お
く
べ
き
こ

と
は
何
か
」
と
題
し
て
の
基
調
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

①
大
学
生
の
就
職
活
動
の
現
状
に
つ
い

て
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
選
考
基

準
・
内
容
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

「
保
護
者
の
た
め
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
開
催
し
て

就
職
支
援
課
長
　
初
見
　
範
子

学
生
は
、
活
動
す
る
う
え
で
ど
ん
な

悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
い
る
の
か
。

い
き
な
り
「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を

書
け
」
と
要
求
す
る
企
業
が
あ
る
な

ど
、
様
々
な
具
体
例
が
示
さ
れ
た
。

②
こ
の
厳
し
い
就
職
戦
線
を
勝
ち
抜
く

た
め
に
は
「
絶
対
に
諦
め
な
い
こ

と
」、「
今
か
ら
で
も
何
か
真
剣
に
取

り
組
め
る
も
の
」
を
始
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
。

③
中
小
企
業
を
選
択
肢
に
入
れ
る
こ
と

で
就
職
の
幅
が
広
が
る
こ
と
や
、
社

名
だ
け
で
親
の
意
見
や
考
え
を
押
し

付
け
な
い
こ
と
。

④
子
供
は
、
心
の
中
で
は
保
護
者
の
手

助
け
を
求
め
て
い
る
。
遠
慮
す
る
こ

と
な
く
就
職
活
動
に
協
調
体
制
を
持

っ
て
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

「
卒
業
後
じ
っ
く
り
就
職
先
を
探
そ

う
」
で
は
絶
対
ダ
メ
。
卒
業
ま
で
に

就
職
先
を
決
め
る
こ
と
。

な
ど
、
具
体
的
な
例
を
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
披
露
さ
れ
、
思
わ
ず
笑
い
を
誘

わ
れ
る
場
面
が
随
所
に
あ
り
、
あ
っ
と

い
う
間
の
90
分
で
し
た
。

講
演
終
了
後
の
希
望
者
に
よ
る
「
就

職
相
談
会
」
は
、
４
年
次
生
、
大
学
院

２
年
次
生
の
保
護
者
に
対
し
て
は
就
職

支
援
課
員
が
「
個
別
相
談
」
に
あ
た
る

形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
年
次
生
、
大
学
院
１
年
次
生
に
つ

い
て
は
、
合
同
の
相
談
会
と
な
り
、
竹

内
学
生
支
援
部
長
と
講
師
の
渡
邉
剛
氏

に
よ
り
、
求
人
情
報
の
検
索
の
仕
方
、

企
業
情
報
の
探
し
方
、
就
職
活
動
に
お

い
て
実
際
に
起
こ
っ
た
こ
と
、
最
近
の

就
職
活
動
の
動
向
な
ど
を
よ
り
細
か
く

説
明
を
し
て
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
生
と
も
な
る
と
、
保
護
者
と
の

会
話
を
嫌
が
る
傾
向
が
表
れ
「
も
う
子

供
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
や
か
ま
し
く

言
わ
れ
た
く
な
い
」
と
い
う
態
度
を
示

し
が
ち
で
す
。
保
護
者
も
つ
い
気
を
使

っ
て
、
一
歩
引
い
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
の
で
す
。
あ
る
い
は
、
保
護
者
の
視

点
か
ら
将
来
を
心
配
す
る
あ
ま
り
、
考

え
方
や
職
業
観
を
頭
ご
な
し
に
否
定
し

た
り
押
し
付
け
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
大
学
生

と
は
い
っ
て
も
、
本
当
の
意
味
で
社
会

人
と
し
て
働
い
た
経
験
が
ま
だ
あ
り
ま

せ
ん
。
内
心
で
は
迷
い
や
不
安
と
闘
っ

て
い
る
の
が
現
実
で
す
。
何
気
な
い
一

言
に
傷
つ
つ
く
こ
と
も
あ
れ
ば
、
無
理

解
へ
の
反
発
心
か
ら
口
を
閉
ざ
す
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
保
護
者
と
し
て
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
は
、
焦
ら
ず
慌
て

ず
諦
め
ず
温
か
く
接
し
て
、
適
切
な
距

離
感
を
保
ち
、
就
職
に
つ
い
て
の
会
話

を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
か
と
思
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
さ
せ

ら
れ
た
一
日
で
し
た
。

人事コンサルタントの渡邉剛氏による基調講演は大反響

就職相談会にも多数の保護者と学生が訪れました
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安心安全かつ環境にやさしいエコ社会を実現する
ために、太陽光などの再生可能エネルギーを用いた
発電手法の導入が進んでいる。しかし太陽光発電
では、部分影などの影響により、発電量が減少して
しまう。そこで本研究では、学習機能が導入された最
大電力追尾制御手法を提案する。提案する制御手
法を応用することにより、より発電量の大きい効率的
な太陽光発電システムの構築を目指す。

平成24年度　環境分野研究奨励助成金採択研究テーマ
本年度は以下の5件が採択されました。

研究テーマ及びチームの構成

研究テーマ

1

研究代表者

教職員：
学　生：

モバイルAR技術を利用した
エコミュージアムガイドシステムの開発

情報工学科講師　勝間田仁
倉品宏明（C科3年）、佐久間勝之（C科3年）、
大丸優夢（C科3年）、八嶋大介（C科3年）、
半田達未（C科4年）、野上敦史(C科2年)、
岩谷浩人(C科1年)

研究期間 研 究 の 概 要 助成額（円）

モバイルARは、拡張現実（Augumented 
Reality）技術を携帯型端末で実現するもの
で、スマートフォン等のカメラを通して、その場の
映像上に様々な情報を重ねてみることが実現
できる。本研究では、キャンパス内の環境設備
付近のARマーカーに携帯端末（タブレットPC）
のカメラをかざすと、環境設備のための説明が
マルチメディアコンテンツとして提示されるシステ
ムの開発を行う。

平成24年
　　  8月01日

平成25年
　　  3月31日

200,000〜

研究テーマ

2

研究代表者

教職員：
学　生：

故郷福島への環境貢献
ー超音波除染システムの開発と実践ー

機械工学科教授　神　雅彦
小澤拓也（M科1年）、村田啓輔（M科1年）、
樋口輝和（M科2年）、坂本剛志（M科3年）、
佐藤陽太（M科3年）、辻輝明（M科4年）、
根本剛見（M科4年）、他1名

福島県などにおいては、道路や屋根などから放
射線物質を除染することが喫緊の課題になっ
ている。しかしながら、現在、有効な清掃手段が
ない、それに対して当研究室において、超音波
洗浄を活用した除染技術の研究が行われてい
る。地元福島の学生たちがチームを組み、実
験、勉強会および郡山などでのフィールドワーク
を実践し、超音波洗浄、効果的な除染方法、お
よび地域環境貢献の実施方法に関して研究
する。

平成24年
　　  7月01日

平成25年
　　 01月30日

200,000〜

研究テーマ

3

研究代表者

教職員：
学　生：

タブレット端末と無線センサネットワークを
用いた屋内環境計測システムの開発

情報工学科准教授　高瀬　浩史
杉下卓也（C科専攻2年）、
阿倍亘朗（C科専攻2年）、
星野翔太（C科4年）、藤安祥太郎（C科4年）、
アルエネジィ アルハメイディ サウド（C科4年）、
瀬尾真（C科4年）、渡辺孝弘（C科2年）、
鈴木佑実（C科1年）

原発事故とエネルギー問題に関心が集まるなか、
一人ひとりができる省エネ対策が益々重要となっ
ている。研究室や実験室における照明や空調の
利用状況を把握することで省エネ意識を高めるこ
とを目的とし、本研究では無線センサネットワークと
照度・温度などのセンサを組み合わせた大学構内
の環境計測システムを試作する。収集したセンサ
データをタブレット端末（Android、ipad）などの携
帯情報端末上にビジュアル表示するアプリケーシ
ョンソフトウェアを開発する。

平成24年
　　  7月01日

平成25年
　　 6月30日

200,000〜

研究テーマ

4

研究代表者

教職員：
学　生：

太陽光発電における
高効率最大電力追尾制御手法の開発

電気電子工学科助教　木村　貴幸
以下の研究チームを構成し、本研究テーマを
効率的に遂行する。
・E科木村研究室、役割：提案手法の構築と
シミュレーションでの制御手法の評価
・長崎大学工学部 電気電子工学科 石塚研究室、
役割：提案手法の実装を用いた手法の評価

平成24年
　　  8月01日

平成25年
　　  9月01日

200,000〜

助成総額：1,000,000円

勝間田　仁

神　雅彦

高瀬　浩史

木村　貴幸

学生のエネルギー効率の高い運動機能の理解、ロボット
製作の楽しさの実感、そして身近な環境問題としての放
射能汚染問題の認識と、この問題の学生の柔軟な発
想による解決を目的として、特に危険な屋根の除染を
行うロボットを学生中心のプロジェクトチームにより開発す
る。屋根での長時間の作業を可能とすることと、学生の
環境に対する意識の向上のため、ロボットの移動等屋
根の洗浄の動力を水道水の水圧に限定する。ただし、
エネルギーを殆ど使用しない姿勢制御や通信にはバッ
テリーや電磁モータを使用できるものとする。なお、水圧を
利用した移動機構や洗浄器具は多く存在するが、水圧
で移動と洗浄の両方を行う機構は申請者の知る限り存
在しない。また、このロボットは除染作業だけでなく、本キ
ャンパス内の清掃ロボットとしても活用できる。

研究テーマ

5

研究代表者

教職員：
学　生：

水圧駆動除染ロボットの開発

創造システム工学科准教授　樋口　勝
参加学生は学年を問わず広く募集する。
【チームを編成して2～3台のロボットを製作し、
ロボットコンテスト（競技会）を行う】

平成24年
　　  8月01日

平成25年
　　  3月31日

200,000〜

樋口　勝
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四
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四
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八
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踊

り
大
会

八
月
四
日
（
土
）
～
八
月
五
日
（
日
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

八
月
二
十
五
日
（
土
）
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス

八
月
十
五
日
（
水
）
～
九
月
十
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）
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が

選
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「
第
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グ
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い
て
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が
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第
１
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を
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。
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へ
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が
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で
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を

得
ま
し
た
。10
月
23
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は
都
内
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表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

九
月
一
日
（
土
）
蔵
王
支
部
教
育
懇
談

会
（
山
形
市
・
悠
湯
の
郷
　
ゆ
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）、

岩
手
県
支
部
総
会
・
教
育
懇
談
会

（
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巻
市
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部
総
会
・
教
育
懇
談
会
（
富
山
市
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山
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気
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デ
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グ
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九
月
二
日
（
日
）
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馬
県
支
部
総
会
・

教
育
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談
会
（
高
崎
市
・
高
崎
ビ
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テ
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茨
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支
部
総
会
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教
育
懇
談
会
（
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市
・
ホ
テ
ル
ニ
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千
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部
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懇
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会
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市
・
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銀
行
文
化

プ
ラ
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九
月
八
日
（
土
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静
岡
県
支
部
総
会
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懇
談
会
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静
岡
市
・
静
岡
商
工

会
議
所
静
岡
事
務
所
会
館
）

九
月
九
日
（
日
）
九
州
地
区
教
育
懇
談

会
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鹿
児
島
市
・
城
山
観
光
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テ
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国
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懇
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懇
談
会
（
札
幌
市
・K

K
R

ホ
テ
ル
札

幌
）

九
月
十
日
（
月
）
成
績
発
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送
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（
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懇
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懇
談
会
（
長
野
市
・
ホ
テ
ル
信

濃
路
）、
秋
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懇
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田
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会
館
本
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九
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（
日
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教
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懇
談
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都
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潟
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懇
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（
長
岡
市
・
長
岡
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ラ
ン
ド
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九
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十
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日
（
月
・
祝
）
近
畿
支
部
総
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教
育
懇
談
会
（
尼
崎
市
・
ホ
テ

ル
ホ
ッ
プ
イ
ン
ア
ミ
ン
グ
）

九
月
二
十
日
（
木
）
第
十
三
回
秋
季
卒

業
式
、
第
十
五
回
秋
季
入
学
式

九
月
二
十
一
日
（
金
）
秋
学
期
授
業
開

始
九
月
二
十
二
日
（
土
）
福
島
県
支
部
教

育
懇
談
会
（
郡
山
市
・
清
稜
山
倶
楽

部
）

九
月
二
十
五
日
（
火
）
東
門
開
通
式

九
月
二
十
九
日
（
土
）
沖
縄
県
支
部
総

会
・
教
育
懇
談
会
（
那
覇
市
・
沖
縄

県
青
年
会
館
）、
青
森
県
支
部
教
育

懇
談
会
（
青
森
市
・
青
森
国
際
ホ
テ

ル
）、
西
・
東
中
国
支
部
教
育
懇
談

会
（
福
山
市
・
広
島
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
ふ
く
や
ま
）

九
月
三
十
日
（
日
）
東
海
支
部
総
会
・

教
育
懇
談
会
（
名
古
屋
市
・
東
京
第

一
ホ
テ
ル
錦
）

十
月
六
日
（
土
）、
近
県
教
育
懇
談
会

打
合
せ
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
連
絡

協
議
会

十
月
七
日
（
日
）
近
県
教
育
懇
談
会

（
東
京
・
埼
玉
・
神
奈
川
対
象
、
大

学
で
開
催
）

十
月
十
三
日
（
土
）
宮
代
会
幹
事
会

十
月
十
四
日
（
日
）
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
表
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式

十
月
二
十
日
（
土
）
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ー
プ
ン
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ン
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ス

十
月
二
十
日
（
土
）
～
二
十
一
日
（
日
）

役
員
会
・
理
事
会
（
赤
倉
山
荘
）

十
月
二
十
七
日
（
土
）
保
護
者
の
た
め

の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
学
友
会
館
）

十
一
月
二
日
（
金
）
第
七
回
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

十
一
月
二
日
（
金
）
～
四
日
（
日
）
大

学
祭（
テ
ー
マ「
若
過
ぎsoul

（
魂
）」）

十
一
月
三
日
（
土
）
福
島
県
支
部
・
青

森
県
支
部
・
秋
田
県
支
部
・
千
葉
県

支
部
・
栃
木
県
支
部
・
蔵
王
支
部
大

学
視
察
研
修
、
第
十
三
回
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー

十
一
月
四
日
（
日
）
群
馬
県
支
部
大
学

視
察
研
修
、
第
二
十
六
回
建
築
設
計

競
技
表
彰
式

十
一
月
十
日
（
土
）
第
十
六
回
ス
タ
ー

リ
ン
グ
エ
ン
ジ
ン
テ
ク
ノ
ラ
リ
ー

十
一
月
二
十
四
日
（
土
）
役
員
会
、
特

別
事
業
委
員
会
、支
部
連
絡
協
議
会
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
通
学
路
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

6

後
援
会
行
事
抄

相
談
票
を
ご
利
用
下
さ
い

後
援
会
で
は
会
員
各
位
に
こ
の
相
談
票
を
通
じ
て
、
い
つ
で
も
学
生
の
成
績
・

生
活
・
就
職
等
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す
。

右
の
票
（
便
箋
、
ハ
ガ
キ
で
も
結
構
で
す
）
に
相
談
さ
れ
た
い
事
項
や
、
ご
意

見
、
ご
希
望
等
ご
記
入
の
上
、
事
務
局
宛
に
ご
送
付
下
さ
い
。
可
能
な
か
ぎ
り
回

答
し
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
投
書
・
ご
寄
稿
も
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
事
務
局
）

相談票 学科学年

学籍番号

学　生
氏　名
会　員
氏　名

連絡先
〠 TEL

訃
　
報

■
後
援
会
顧
問（
第
十
三
代
後
援
会

長
）の
中
野
秀
次
郎
さ
ん
が
、
平

成
二
十
四
年
四
月
十
日
に
永
眠

さ
れ
ま
し
た
。（
享
年
七
十
六
歳
）

■
後
援
会
理
事
（
蔵
王
支
部
）
の

石
井
　
幸
さ
ん
が
、
平
成
二
十

四
年
九
月
二
十
六
日
に
永
眠
さ

れ
ま
し
た
。（
享
年
五
十
六
歳
）

故
人
の
本
会
に
対
す
る
ご
厚
情

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

表彰を受ける柳澤副理事長

第4回 エコ大学ランキング総合1位に！


